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研究成果の概要 

本研究では、生殖期特異的な長鎖 non-coding RNA 群とそこから由来する small RNA 群の生殖特異

性を明らかにし、機能性 RNA を植物に導入する応用研究にも挑戦する。 

 

1. 生殖 small RNA群と Argonauteによる雄しべの空間制御システム 

Argonaute タンンパク質 (AGO) は small RNAと複合体を形成し、発現を抑制するサイレンシング

機構の中心を担う。雄しべで発現する三種類の AGO-small RNA複合体の細胞内局在特性とその機

能を解析し、これら三種 AGOの空間配置とコンビネーションによる雄しべのサイレンシングシス

テムを明らかにした。さらに、二種類の AGO1b/dは、雄しべの体細胞層から花粉母細胞へ移動し、

small RNAのモバイルキャリアとして雄しべの発生制御に関与することを報告した (研究業績 1)。 

また、「生化学」誌に、植物の生殖 small RNAに関する総説を執筆した (研究業績 2)。 

 

2. シングルメリステムプロテオーム立ち上げと生殖様式転換の分子機構 

生殖長鎖 non-coding RNA 群の転写を制御する候補因子として逆遺伝学的に作成した変異イネは、

強い栄養繁殖性を示した (未発表データ)。そこで、種子繁殖と栄養繁殖の生殖様式転換を制御す

る分裂組織, メリステムに着目し、パネル内の共同研究のもと、シングルメリステムプロテオーム

を立ち上げた。トランスクリプトームと統合解析し、標的因子やその制御に関与する small RNA の

同定にいたった (未発表データ)。 
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